
遅ればせながら今年度も進路指導主事を務めます茂木です。どうぞ一年間よろしくお願いいたします。 

 

 

 

昨年度の進路状況になります。在住地域が幅広い本校ですが、 

無事全員が進路を決定することができました。 

 例年、アフターケアは夏ごろ実施しております。夏季休暇に 

入りました、ちょうどこの時期より開始しております。変わら 

ず元気に働いている姿を見ると嬉しく思います。卒業後も引き続きサポートしていきたいと思います。 

 

 

 

昨年度より新たな取り組みとして高等部では作業学習の一環でデュアル実習を行っています。目的と

しては「様々な職種を知ることで、生徒本人が主体的に進路を考える」ことになります。第２回の今回は

「でいとれセンターひばり日進」で「清掃」と「介護補助」の職種を体験してきました。参加した生徒は

第１回の図書館での「事務補助」と比較してどちらが自分に向いているのかを考えることができました。

「事務補助」の特徴としては、利用者やお客様と直接関わる機会がなく、決まった内容の仕事を繰り返す

ことが多いのに対し、「介護補助」は利用者の方と直接関わりながら仕事をする機会が多いことが特徴に

なります。「人と関わる」ということはどの仕事においても必ずある場面ですが、「利用者、お客様」と関

わるという機会があるのは「店舗」「介護補助」などの職種の特徴かと思います。 

第３回は９月９日～１１日に「ベルクさいたま櫛引店」にて「店舗」の職種を体験してくる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉大学教育学部附属特別支援学校 

令和７年７月２２日発行 

令和７年度 第１号 

進路指導主事 茂木絢美 

昨年度の進路状況（卒業生 8 名）

一般就労・・・１名 

移行支援事業所・・・・１名 

就労継続支援 B 型・・・６名 

             

①きざみ食作りと食器洗い 

利用者の方に合わせてハサミでお

かずを刻みます。刻んだ後は綺麗

に盛り付けなおします。 

②トレーニングマシンの消毒作業 

アルコールを雑巾に含ませてマシ

ンを丁寧に拭きます。 

③配膳と下膳 

利用者の方に昼食のお弁当を持っ

ていきます。食べ終わったら下膳

をします。必ず利用者の方に声を

かけて配膳下膳をします。 



 

 

〇しいの木 NET の路線別見学について 

  今年度も路線別見学会は路線を超えて見学可能といたします。ただし、先方の

受け入れ状況によっては人数に制限がある場合がありますので、希望者が多数いた場合は高学年を

優先的に調整させていただきますので、ご了承ください。今後の「進路だより」にてブロック別見学

会の日程が決定次第、掲載していきますのでご確認していただき、見学したい事業所、企業がありま

したら担任の先生か進路指導主事まで連絡帳等でご連絡ください。 


